
【お問い合わせ】環境政策課　電話：５４-２５１３

広報 奥出雲 8広報 奥出雲9

　リチウム電池を使用した草刈り機やチェーンソー、リチウムイオンバッテリーが搭載されたファン式空調服やモバ
イルバッテリーなどが普及してきました。リチウムイオン電池は高容量、高出力、小型という特徴がありますが、発
火事故が多数起きています。熱や衝撃・水に弱い性質があるため、高温になる場所に放置すると電池内部の温度が上
昇し発火することがあります。落下させたり、水、海水、ジュースなどの液体で濡れるなど、取り扱い方法を誤ると
極板の破損や、電解液が変質・噴出し急激な発火が起きますのでご注意ください。

　奥出雲町では、年に3～ 4回不燃ごみ収集袋（赤色）による乾電池類のごみ収集があり、乾電池・ボタン電池・
コイン型リチウム電池・充電式電池（リチウムイオン・ニッケルカドニウム・ニッケル水素）を回収しています。
公民館と役場庁舎には、乾電池とボタン電池・コイン型リチウム電池の回収ボックスがありますのでご活用ください。

　膨張したリチウムイオン電池は、電極を絶縁処理して（セロテープやビニールテープを貼って）出してください。
　小型家電はできるだけ電池を外して本体は不燃ごみ収集袋（赤色）で「金属・陶器・ガラス・小型家電」
収集日に出すようご協力をお願いします。

【お問い合わせ】 出雲市塩冶町223-7　ヘルスサイエンスセンター島根
しまねまごころバンク

 電話：（08 5 3）2 2 - 2 5 5 6
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骨髄・末梢血幹細胞提供者（ドナー）と
なられた方へ通院費等を助成します

　公益財団法人日本骨髄バンクが実施する骨
髄バンク事業において、骨髄・末梢血幹細胞提
供者となられた町民を対象に、骨髄等の提供に
係る通院又は入院の日数に2万円を乗じた額を
助成します。（1回の骨髄等の提供につき14万
円を限度）申請方法は、町が定める申請書兼請
求書に、必要書類を添えて骨髄等の提供が完了
した日から60日以内に健康福祉課まで申請し
てください。
　対象・申請方法等の詳細については、町の
ホームページ又は健康福祉課へご確認ください。

【お問い合わせ】健康福祉課　
電話:54-2781　有線:31-5000（内線5142）

マスコットキャラクター
まごころば

　移植医療は、医療従事者と患者さんだけではなく、第三者の方か
らの善意によるご提供、そして社会の理解と支援により成り立って
います。

～意思表示があたりまえになる社会に～
『提供したい』『提供したくない』 どちらも一人ひとリの平等で大切な意思
です。ご自身の大切な意思が生かされるように意思表示しましょう。臓器
提供の意思表示は、マイナンバーカード・運転免許証・インターネットによる
意思登録・臓器提供意思表示カードで意思表示をすることができます。

～もしもの時、決めるのはご家族～
もしもの時、自分はどうしたいのか、どうしてほしいのか…。ご自身の意思
をもとにご家族が納得のいく結論が出せるように、折りにふれて家族で意
思（想いや願い）について話し合う機会をもちましょう。

リチウムイオン電池の取り扱いと、電池ごみ分別方法
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　春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
マ
ダ
ニ
の
活
動
が
活

発
化
し
ま
す
。マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
と
い
ろ
い
ろ

な
感
染
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

マ
ダ
ニ
は
草
む
ら
や
山
だ
け
で
な
く
、
畑
や
あ
ぜ

道
に
も
生
息
し
て
い
ま
す
の
で
、
農
作
業
の
際
は

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、長
靴
、手
袋
な
ど
を
着
用

し
、肌
の
露
出
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
作
業
後
、
上
着
や
作
業
着
は
家
の
中
に
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
作
業
後
は
シ
ャ
ワ
ー
や
入
浴
で
マ
ダ
ニ
が
付

着
し
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（出展 : 国立健康危機管理研究機構「マダニ対策、今できること」）
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横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

よここうオープンハイスクール開催

　
８
月
７
日
に
第
一
回
横
田
高
校

オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
県
内
外
か
ら

69
名
の
中
学
生
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
学
校
紹
介
や
体
験
授
業
を
通
し

て
、
横
田
高
校
の
魅
力
や
中
学
校
と

の
違
い
を
実
感
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
異
な
る
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
同

士
で
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
、
部
活
動
の
体
験
・
見
学
も
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
部
活
動
も
盛
ん
な
横
田
高

校
で
、
先
輩
方
と
汗
を
流
し
、
会
話
を
弾
ま

せ
、
音
を
奏
で
る
な
ど
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
勉
学
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
部
活
動
を
通
し
て
学
ぶ

べ
き
こ
と
は
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
横

田
高
校
で
し
か
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
高

校
生
活
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
一
緒
に
味

わ
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
あ
れ

ば
幸
い
で
す
。
奥
出
雲
の
地
で
高
校
生
活
を

存
分
に
謳
歌
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
参
加
さ
れ

た
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
第
二
回
は
10
月
に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
様
々
な
活
動
を
通
し
て
横
田
高
校
の
魅

力
を
発
信
し
、
奥
出
雲
町
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
を
横
田
高
校

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
28
日
仁
多
庁
舎
に
て
、
公
益
財

団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
（
日

刀
保
）
村
下
堀
尾
薫
様
よ
り
「
令
和
六

年
度
第
一
代
日
刀
保
た
た
ら
玉
鋼

（
一
級
）」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

玉
鋼
は
、
堀
尾
村
下
が
村
下
に
就
任
し

て
初
め
て
の
も
の
で
、
伝
統
を
受
け
継

ぎ
つ
つ
新
た
な
一
歩
と
な
る
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。

　
贈
呈
式
で
は
、
堀
尾
村
下
よ
り
「
こ

れ
か
ら
は
全
責
任
を
背
負
い
、
歴
代
村

下
よ
り
継
承
し
て
ま
い
り
ま
し
た
技

能
・
技
術
・
精
神
の
教
訓
を
忠
実
に
守

り
、
令
和
の
玉
鋼
を
生
み
出
し
て
ま
い

り
ま
す
」と
力
強
く
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
町
で
受
け
継
が
れ
る
た
た
ら

の
炎
と
匠
の
心
技
が
、
今
後
も
日
本
刀

文
化
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
す
。

　令和7年7月24日、奥出雲町地域医療確保推進協議会の総会ならび
に研修会を開催しました。研修会では、町立奥出雲病院 鈴木賢二院長
と、同総合診療科部長兼在宅診療センター長 遠藤健史医師からご講演
いただきました。
　鈴木院長からは、「奥出雲の医療・介護の将来」と題し、奥出雲町の
これからの医療と介護はどうあるべきか、お話しいただきました。総
人口の減少と高齢化率の上昇に歯止めがかからない現状から、本町で
は、今後ますます医療と介護の一体化を図り、効率的に運営していく
ことが必要となっていくとの見通しを示されました。そこで奥出雲病
院としては、他の専門施設や専門医との連携を一層強めながら、質の
高い医療と介護を提供できるよう努力を続け、町民みんなが安心して
暮らせるまちづくりに貢献していくと力強く述べられました。
　遠藤医師からは、「寄り添いの医療」と題して、誰もがいつかは迎え
る「最期」にどう備えておくべきか、という重いテーマを投げかけら
れました。遠藤医師は、数々の現場での辛いご経験や、ご家族を看取
られたご経験から、元気なうちに自分がどのように最期のときを迎え
たいのか、身近な人と話し合っておくこ
とが必要だと痛感されたとのことです。
本人にとってはもちろんのこと、家族に
とっても心穏やかな看取りとなるため
に、4年前に導入した「これからノート」
を活用するなど、そのときに備えておい
てほしいとのことでした。

　8月28日に絲原記念館前の堀之内
と仁多米食堂でおにぎり太郎さんに
仁多米のおにぎりを作っていただ
き、仁多米の魅力を伝えるイベント
が行われました。
　SNSで人気を集める料理人・おにぎり太郎さんが、奥出
雲町が誇る仁多米を、特製の土鍋で炊き上げ、熱々のご飯
をふんわり丁寧に握ってくださいました。おにぎりを味わっ
た方からは「すごく熱いけど、噛めば噛むほど甘みが広がっ
て、もちもちふっくらでとてもおいしい！」と感嘆の声を
あげていました。
　前日の27日には奥出雲町の農林畜産業が世界農業遺産に
認定され、仁多米の価値は一層高まっています。今回のお
にぎりはそんな仁多米の美味しさや魅力が伝わるイベント
になりました。

研修会開催
奥出雲町地域医療確保推進協議会
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▲日刀保たたら　堀尾薫村下（右） 令和六年度
第一代 日刀保たたら玉鋼一級

おにぎり太郎が

仁多米にぎる！にぎる！にぎる！

奥出雲町 × ぐるなび
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